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第 1 章： 概要 
 

このガイドでは、CA Business Service Insight ISO 20000 事前定義済みコンテンツ 

パッケージの使用およびインストール方法について説明します。 

CA Business Service Insight ISO 20000 事前定義済みコンテンツ パッケージは、

CA Business Service Insight の展開をより迅速に行うことができるように開発され

ました。 これを達成するために、主に以下の 2 領域の開発が行われました。 

■ データ取得 

■ 機能 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

データ取得 (P. 7) 

機能 (P. 8) 

ユニバーサル形式 (P. 8) 
 

データ取得 

フロントエンド領域には、以下の開発が含まれます。 

■ ETL ジョブ -- ソース データ構造を理解して特定の形式にフォーマットする時

間を短縮します。 

■ ユニバーサル形式 -- 類似する複数のソースからのデータについて、一貫し

た形式を提供します。 

■ 事前定義済みアダプタおよび変換 -- ユニバーサル形式に結び付けるアダ

プタを提供します。 

■ サービス レベル テンプレート -- ISO 20000 をサポートする事前定義済みメト

リック。 
 



機能 
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機能 

バックエンド領域には Excel インターフェースの開発が含まれ、以下の機能が提

供されます。 

■ サービスの登録 

■ 契約の作成 

■ メトリックの定義 
 

ユニバーサル形式 

ユニバーサル形式のプロセス フローは、以下に図示されます。 

 

サポートされるオブジェクト形式は以下のとおりです。 

■ チケット - SDM および Nimsoft Service Desk 

■ 可用性 - SOI 
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第 2 章： ETL ツール 
 

ETL （Extract, Transform and Load）ツールは、CA Business Service Insight ISO 

20000 事前定義済みコンテンツ パッケージの開発において、データを特定の

形式にフォーマットするために使用されるアプローチです。 この方法の役割を

理解するため、このアプローチとネイティブ アプローチの違いを検討します。 

現在、CA Business Service Insight では、データをインポートする 2 つの方法（フ

ラット ファイルとデータベース）をサポートしています。  

ETL アプローチには、以下の利点があります。 

■ データが CA Business Service Insight によって受信される方法をより細かく制

御。 

■ さまざまなアプリケーションを処理するために作成できる ETL ジョブのライブ

ラリ。 

■ シンプルなコミュニティ モデルのサポート。 

■ カスタマが使用したい ETL ツールを使用できる柔軟性。 

■ コンテンツ戦略を促進する機能。 

ETL ツールのダウンロード 

ETL ツールのダウンロードおよびインストールの詳細については、サポート サイト

（http://ca.com/support）を参照してください。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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第 3 章： 事前定義済みコンテンツ パッケー

ジのロード 
 

ISO 20000 事前定義済みコンテンツ パッケージを CA Business Service Insight に

ロードするには、2 段階の手順が必要です。 

1. コンテンツをロードします。 

a. ISO 20000 事前定義済みコンテンツ パッケージを CA Support サイトから

ダウンロードします。 

b. Web サーバ上で以下のコマンドを実行します（このコマンドによりコンテ

ンツがロードされます）。 

注： PDC フォルダ パスにはスペースを使用しないでください。 
 c:¥inetpub¥wwwroot¥Oblicore¥bin¥PDCContentLoader.exe -p c:¥PDC 

■ 上記のコマンドの例で、「c:¥inetpub¥wwwroot」を実際の IIS インス

トール フォルダで置換します  

■ 上記のコマンドの例で、「c:¥PDC」を、事前定義済みコンテンツが抽

出された実際のディレクトリで置換します。 

2. 初期設定を実行します。 

a. 以下の 2 つの Windows サービスをオンにします 

■ Oblicore – AdaptersListener 

■ Oblicore - ScriptHost 

b. アダプタ アドレスおよびポートを設定します（「CA Business Service 

Insight オンライン ヘルプ ユーザ ガイド」のデザイン、データ取得、アダ

プタのセクション、および、特定の設定情報内の参照情報を参照してく

ださい）。 

c. ETL ツールはデータ ファイルを作成します。 ETL ツールによって作成さ

れたデータ ファイルを SDM と SOM のフォルダ内に配置します。  （通常

のデフォルトの場所は 「C:¥datasources¥SDM」と「C:¥datasources¥SOI」

です。）  

注： システムでのフォルダの実際の場所を確認してください。 

d. アダプタを実行します。 
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第 4 章： パッケージ エンティティ 
 

CA Business Service Insight ISO 20000 事前定義済みコンテンツ パッケージには、

以下が含まれます。 

■ データ取得エンティティ 

■ サービス レベル テンプレート 

■ ビジネス ロジック モジュール 

■ サービス ドメイン 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

データ取得エンティティ (P. 14) 

サービス レベル テンプレート エンティティ (P. 16) 

ビジネス ロジック モジュール エンティティ (P. 16) 

サービス ドメイン エンティティ (P. 17) 

ISO 20000 メトリックからの契約メトリックの作成 (P. 19) 
 



データ取得エンティティ 
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データ取得エンティティ 

CA Business Service Insight ISO 20000 事前定義済みコンテンツ パッケージと共

にが提供されるデータ収集エンティティは、以下のとおりです。 

■ アダプタ 

– ISO20K_SDM_ADPTER - CA Service Desk および Nimsoft Service Desk と

の統合に使用されるチケット データ ソース アダプタ。 

– ISO20K_SOI_ADPTER - CA Service Operation Insight との統合に使用され

る可用性データ ソース タイプ アダプタ。 

■ イベント タイプ 

– CA Business Service Insight 内でデータ構造を定義するために使用され

る CA Business Service Insight イベント タイプ。 

注： PDC の一部であるのは、テンプレート イベントのみです。メトリックに

よって使用されるイベント タイプは変換スクリプトによって作成されます。 

– SDM イベント タイプ： 

注： 変換スクリプトによって作成されないかぎり、これらのイベント タイプ

は存在しません。 実際のイベント タイプ名には、

「ISO20K_SDM_ALL_Change_EVENT」のようにプレフィックスおよびサ

フィックスが含まれます。  

変更 

インシデント 

問題 

リリース 

リクエスト - NimSoft および CA Service Desk で使用 

タスク 

– SOI イベント タイプ： 

可用性 

品質 

リスク 

■ 変換スクリプト 

– SDM 変換スクリプト： 

テンプレートから特定のイベントを作成するイベント変換スクリプト。 



データ取得エンティティ 

 

第 4 章： パッケージ エンティティ  15  
 

受信イベント用のリソース、契約関係者、およびサービスを作成するリ

ソース変換スクリプト。 

– SOI 変換スクリプト： 

テンプレートから特定のイベントを作成するイベント変換スクリプト。 

受信イベント用のリソース、契約関係者、およびサービスを作成するリ

ソース変換スクリプト。 

■ 変換テーブル 

– ISO20K_SLA_EVENTS - イベント変換に使用されます。 

– ISO20K_SLA_RESOURCE_SERVICE - ETL データ内のリソース、契約関係

者、およびサービスを CA Business Service Insight エンティティに マップ

するために使用されます。 

– ISO20K_SOI_AVAIL_RESOURCE - ETL データ内のリソース、契約関係者、

およびサービスを BSI  エンティティに マップするために使用されます。 

– ISO20K_SOI_EVENT_TABLE - イベント変換に使用されます。 

– ISO20K_SOI_MEASURE_RESOURCE 

 
 



サービス レベル テンプレート エンティティ 
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サービス レベル テンプレート エンティティ 

CA Business Service Insight ISO 20000 事前定義済みコンテンツ パッケージと共

に提供されるサービス レベル テンプレート エンティティは、以下のとおりです。 

■ コントロール プロセス： 

ISO 20000 変更管理 

ISO 20000 リクエスト管理 

ISO 20000 タスク管理 

■ リリース プロセス 

ISO 20000 リリース管理 

■ 解決プロセス 

ISO 20000 インシデント管理 

ISO 20000 問題管理 

■ サービス提供プロセス 

ISO20000 サービス継続性および可用性管理 
 

ビジネス ロジック モジュール エンティティ 

CA Business Service Insight ISO 20000 事前定義済みコンテンツ パッケージと共

に提供されるビジネス ロジック モジュール エンティティは、以下のとおりです。 

■ ISO20K_Basic_Average - 受信データ内の平均値を計算するためのロジック

が含まれるモジュール。 

■ ISO20K_WEIGHTED_CALCULATIONS - 受信データ内の平均値を計算するた

めのロジックが含まれるモジュール。 

■ ISO20K_MTx - 可用性の停止を処理するためのロジックが含まれるモジュー

ル。 

■ ISO20K_SLA_GENERIC_MODULE - チケット処理計算用の汎用モジュール。 
 



サービス ドメイン エンティティ 
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サービス ドメイン エンティティ 

CA Business Service Insight ISO 20000 事前定義済みコンテンツ パッケージと共

に提供されるサービス ドメイン エンティティは、以下のとおりです。 

■ チケット処理 

ISO 20000 変更管理 

ISO 20000 インシデント管理 

ISO 20000 問題管理 

ISO 20000 リリース管理 

ISO 20000 リクエスト管理 

ISO 20000 タスク管理 

■ 可用性（SOI） 

ISO20000 サービス継続性および可用性管理 
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第 5 章： ISO 20000 メトリックからの契約メト

リックの作成 
 

ISO 20000 事前定義済みコンテンツ パッケージ内のメトリックは、新しい契約の

作成に使用することができます。 これにより、契約作成プロセスが大幅に簡略

化されます。 

カスタマイズしたフィールドを追加する方法 

ETL ツールによって提供されたすべてのフィールドが PDC イベント タイプで利用

できるわけではありません。 アダプタ ウィザードのマッピング手順で、利用可能

なフィールドのリストを参照してください。   

現在サポートされていないフィールドを使用するには、以下の手順を実行しま

す。 

1. イベント タイプ テンプレートにフィールドを追加します。 

2. 必要なフィールドがソース データ内にあるかどうか調べます。 

a. ない場合は、そのフィールドを含むように ETL を更新します。 

3. ソース データから新しいイベント タイプ フィールドにフィールドをマップしま

す。 

4. メトリックでフィールドを使用します。 

注： 

■ ETL ジョブは、パフォーマンス上の理由で現在イベント タイプによって使

用されていないフィールドを取得します。 

■ ISO 20000 メトリックおよびモジュールを更新しないことを強く推奨します。

これは、将来的なアップグレードを実行し、サポートを受けられるように

するためです。 

ISO 20000 メトリックから契約メトリックを作成する方法 

1. ［契約］ページに移動し、サービス レベル テンプレートを使用して新規契約

を作成します。 

2. パラメータとターゲット値を編集して、要件に応じてメトリックをカスタマイズし

ます。 



サービス ドメイン エンティティ 
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3. 契約をコミットします（契約のコミットに関する手順および情報については、

「CA Business Service Insight ユーザ ガイド」の「サービス レベル管理」-「契

約」-「契約のコミット」を参照してください）。 
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